
在
日
台
湾
人
外
登
証
の
国
籍
是
正
に
関
す
る
要
請
書 

 

貴
省
入
国
管
理
局
の
内
規
（
外
国
人
登
録
事
務
取
扱
要
領
）
に
よ
り
、
外
国
人
登
録
に

お
け
る
在
日
台
湾
人
の
国
籍
は
「
台
湾
」
で
は
な
く
、
在
日
中
国
人
と
同
様
「
中
国
」
と

な
っ
て
お
り
、
中
華
人
民
共
和
国
国
民
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
在
日
台
湾
人
に

交
付
す
る
「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
の
国
籍
表
記
は
「
中
国
」
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
学

校
、
職
場
、
日
常
社
会
に
お
い
て
中
国
国
民
と
誤
解
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
に

直
面
し
て
い
る
。 

そ
も
そ
も
外
国
人
登
録
の
目
的
は
「
外
国
人
の
居
住
関
係
及
び
身
分
関
係
を
明
確
な
ら

し
め
、
も
っ
て
公
正
な
管
理
に
資
す
る
」（
外
国
人
登
録
法
第
一
条
）
こ
と
に
あ
る
。
よ
っ

て
こ
の
よ
う
な
身
分
関
係
を
不
明
確
に
す
る
措
置
は
、
明
ら
か
に
同
法
違
反
で
あ
る
と
と

も
に
、
同
法
の
「
公
正
な
管
理
」
の
原
則
に
反
し
、
在
日
台
湾
人
に
不
公
平
な
精
神
的
差

別
を
も
た
ら
す
も
の
だ
。 

と
こ
ろ
が
、
貴
省
が
作
成
し
た
人
権
擁
護
法
案
で
は
、「
台
湾
人
の
外
国
人
登
録
に
『
中

国
』
と
記
載
す
る
行
為
が
人
権
侵
害
で
あ
る
と
す
る
申
告
」
の
場
合
は
調
査
を
開
始
し
な

い
類
例
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
事
実
が
あ
る
な
ど
、
貴
省
が
加
害
者
た
る
入
国
管
理

局
の
保
護
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。 

日
本
政
府
は
台
湾
を
中
華
人
民
共
和
国
の
領
土
と
は
認
め
て
お
ら
ず
、
台
湾
国
民
を
中

国
国
民
と
同
一
国
民
と
す
る
の
は
大
き
な
誤
り
だ
。 

よ
っ
て
本
会
は
貴
省
に
対
し
、
在
日
台
湾
人
の
国
籍
を
「
台
湾
」
と
す
る
よ
う
、
速
や

か
に
訂
正
を
行
う
よ
う
要
請
す
る
。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以
上 

 

平
成
二
十
年
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